
【市の体制】 

◇ ６日から新型コロナウイルス感染の有無

を調べる検査が保険適用となった。 

◇ これまで保健所が認めた場合に検査を

行っていたが、医師が感染を疑う必要があ

ると判断すれば保健所を通さずに検査が可

能となる。 

◇ しかし、新潟県では現在、検査機関や方

法など検査体制を協議中であり、確定する

までの間、保健所を介しての方法を継続し

ていく。検査費用も検査に係る患者負担分

は公費で賄うため、個人負担は発生しない

ことになっている。 

 

【児童・生徒の登校】 
◇ 臨時休業の趣旨に照らして、事態が終息

しない限り、実施しない。 

◇ なお、教員が児童生徒への連絡や家庭訪

問を行ったり、放課後児童クラブへの定期

巡回を行うなど、児童生徒の状況確認や見

守り活動を行っている。 

【小中学校における 

カリキュラムの履修】 
◇ 市教育委員会では、３月４日までの準備

期間(２月28日～３月３日)を確保した上

で、各小中学校長に対し、｢進級、進学を

問わず、次年度に補充の授業を行うことを

前提とし、児童生徒に対し、休業期間中に

家庭で行う学習課題を課すこと｣を指示し

た。なお、中学校を卒業する生徒について

は、例年２月に中学校最後の定期テストが

終了するようカリキュラムが設定されてい

ることから、未履修のカリキュラムは存在

しない。 

【各学校での児童生徒及び 

保護者からの相談窓口設置】 

◇ 各学校等は保護者や地域の関係者へ今後

の対応等の周知を行っており、それらを通

した相談を、学校、教育委員会が中心と

なって対応している。 

【放課後児童クラブの利用状況】 
◇ 利用者が濃厚接触、感染の状態に応じて

利用中止、クラブ閉鎖等を考えている。具

体的には、児童が濃厚接触者である場合に

2週間利用をご遠慮いただくとか、感染者

になった場合にはその放課後児童クラブを

閉鎖するなどを基本に関係部局と情報を共

有しながら対応する。 

◇ 児童クラブの利用実績は、市内51か所に

開設した。通年で登録している人が1,620

人、春休みに利用したいと申し込まれてい

た人が259人、併せて879人、この度新

規で利用したいと来られる方を約200人と

見込んでおり、合計で約2,000人の利用を

見込んでいたが、３月４日が666人、3月

５日は690人、3月６日は657人と当初見

込みの30パーセント前後の利用となって

いる。 

【放課後児童クラブの利用環境】 
◇ 利用児童の安全管理と落ち着いた環境で

のクラブ運営のため、積極的に学校施設等

を活用していく。 

【休校期間】 
◇ 新型コロナウイルス感染症の終息状況等

を勘案し休校期間の短縮など柔軟な対応を

行う。 

【休校期間中の給食】 
◇ 臨時休業措置を行っていることから、給

食は実施しない。 

【給食材料の納入業者などへの 

支援措置】 
◇ 新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、支障を来すおそれのある中小企業者

が、新潟県セーフティネット資金（新型コ

ロナウイルス感染症対策特別融資）を利用

する際に、当市が当該融資に係る信用保証

料及び利子の一部を補助する。給食に関係

する事業者もこの支援の対象。 

◇ 具体的には、融資を受ける際に事業者負

担の信用保証料のうち、融資額1,000万円

以内の場合は50％、1,000万円超3,000

万円以内の場合は30％を市が負担。ま

た、同融資に係る利子を、１事業者につき

融資額1,000万円分を上限に、1.0％相当

額の2年分を一括、補助金で交付。 

【学校給食現場で働いている 

労働者の給与補償】 
◇ 学校給食現場で勤務する調理員は、正規

◇非正規職員ともに次年度に向けた準備等

に引き続き従事しており、給与の減額及び

補償の必要がない。 

◇ 国の雇用調整助成金の対象範囲を拡大す

る特例措置により、学校給食調理業務の委

託事業者にはこの制度をいただくよう、周

知に努める。 

【妊婦、人工透析患者への 

マスク、消毒液の配付】 
◇ 糖尿病、抗がん剤治療中等のハイリスク

の方がおり、公平性に欠ける為、妊婦、人

工透析患者のみにマスクを配付することは

しない。 

◇ なお、現在市が保有するマスクは

325,600枚であり、医療機関で１か月使

用する見込みは15～20万枚となるため、

医療機関に配布することを最優先とする。 

◇ 消毒用エタノールは、手洗いで感染予防

を図れるため配付しない。現保有数は40

個(１㍑)で配付することは不可能。 

 

※左のイラストは総務常任委員会の審査の様

子。すべての委員会で全員がマスクを着用

しました。 
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